
まだまだ続く！新型コロナウィルス関連 

トラブル 

事例 

 

事例１ 

息子だと名乗って電話があり、「新型コロナウィルスにかかったかもしれないので病

院に行く。」「後でまた電話する。」と電話があった。不審だ。 

事例２ 

自宅を訪問してきた業者から「新型コロナウィルスの影響で金の相場が上がること

は間違いない。今申し込めば、高騰する前の金額で購入できる枠が当たるかもしれ

ない。すぐに申し込んだほうが良い。」と勧誘された。 

 

アドバイス 

●全国の消費生活センターや警察署には新型コロナウィルスに便乗したトラブルの

相談が寄せられています。 

●不審な電話があっても慌てないで一旦電話を切り、冷静になって電話の内容や電

話の相手を確認しましょう。 

●新型コロナウィルスの感染拡大による経済活動への影響を口実にして金の相場

が上がるなどの怪しい投資を勧誘されたという相談が寄せられています。少しでも

怪しいと思うことがあれば、きっぱりと断り、契約をしないようにしましょう。 

●今後も新型コロナウィルスに便乗した新たな手口が発生する可能性があります。

悪質な勧誘を行う業者の説明には耳を貸さないようにしましょう。 

●少しでもおかしいと感じた場合や、トラブルに遭った場合は、早めに播磨町消費生

活センター(079-435-1999)までご相談ください。 

●休日は「消費者ホットライン 局番なしの１８８（いやや）番」をあわせて、ご利用く

ださい。 

 

何か困ったことがあれば 播磨町消費生活センター 

(079-435-1999)までご相談ください。 


